
令和３年度共に学び、生きる共生社会コンファレンス（九州・沖縄ブロック）

主催 宮崎県教育委員会 文部科学省

誰もが共に学び、共に生きる社会を宮崎県は目指します。
そのために、私たちは、何を考え、何を実行すべきか。
障がい者の生涯学習について、みんなで考える1日にしましょう。

日程

時間

令和4年1月22日（土）

10：00～15：00

1. 「Let’s try it !!」 ～ 経過報告～ １０：３５～

今年度、さまざまな共生社会の実現に向けた生涯学習実践を、宮崎県の各地で行いました。
それぞれの地区の協働した取組について発表します。

当事者×学生

当事者団体のYah!doみやざきと専門学校の学生

が一緒になって、やりたいことの実現に向けて取り

組みました。

オンライン開催

実践×想い

協働実践に向けて、県北メンバーで想いを一つにし

たaction planを作成し、新たな地域（県北）実践

にChallengeしました。

民間団体同士 及び 民間団体×行政

民間団体同士、民間団体と行政との協働事業を

通して、障がいのある方の生涯学習の場づくりの

在り方について考え、取り組みました。

2． 「Get together !!」 ～ 県内団体活動紹介 ～ １１：３５～

アウトドア・アート・スポーツ・仕事・・・。障がいのある方の学びや余暇活動はもちろん、まわり
からサポートする人材を育てる活動など。県内で活動している、さまざまな団体を紹介します。

ライフカンパニー新富

南九州大学野村研究室 株式会社
グローバル・クリーン

宮崎わたぼうし会

スペシャルオリンピックス
日本・宮崎

NPO法人五ヶ瀬川
流域ネットワーク

延岡市地域活動支援
センターみなと

宮崎発！「いつでも、どこでも、誰でも学べる」持続可能な

共生社会を実現するために

スペシャルビデオメッセージ

有森 裕子 氏
（文部科学省 スペシャルサポート大使）

申込み 参加費無料 詳細は裏面へ

当日は有森裕子氏（文部科学省スペシャルサポート大使、公益財団法人スペシャル
オリンピックス日本理事長）より、スペシャルビデオメッセージをお届けします！

※文部科学省では、障害の有無にかかわらず、
共に学び、生きる「共生社会」の実現に向け
た普及・啓発を図る「スペシャルサポート大
使」を著名人8名に任命しています。



参加申込み方法

申込み方法 申込み期限 令和４年１月１４日

オンライン
開 催

右のQRコードまたはURLから申込フォームにアクセ
スし、必要事項を入力の上、送信してください。

URL：
https://shinsei.pref.miyazaki.lg.jp/GmMKxMWb

QRコードは(株)デンソー
ウェーブの登録商標です。

お問合せ

宮崎県教育庁生涯学習課
生涯学習推進担当

（TEL）0985-26-7245
（FAX）0985-26-7342

こちらにも情報を
掲載しています

https://www.sun.pref.miyazaki.lg.jp

（宮崎県生涯学習課
ウェブサイト）

４． 「Think about“KYOUSEI”」～トークセッション～ 13：50～

コーディネーター

柳田 哲志 氏
テレビ宮崎アナウンサー
2008年頚髄損傷、四肢麻痺
復職後、番組ＭＣ、ナレーション、
県内の講演などで活躍中
宮崎県ボッチャ協会副会長

森 愛実 氏
YAH!DOみやざき

後藤 海翔 氏
専門学校 学生

川越 浩司 氏
都城きりしま支援学校 教諭

３. 「Learn for Future !!」 ～取組推進校の紹介～ 13：00～

特別支援学校卒業後の生涯学習につながる実践を、県内の2つの特別支援学校が発表します。

日南くろしお支援学校
地域活動につなげる取組

都城きりしま支援学校
食育に関する取組

井上 あけみ 氏
ライフカンパニー新富 代表

＊ 参加申込時にメールアドレスを登録してください。開催日までに当日に向けた連絡事項（ID、
パスコード、接続方法等）をメールによりお知らせします。

・ 参加にあたっては、インターネットに接続できる環境が必要です。

・ 通信環境によって配信の状況が異なることがあります。また、利用する回線の契約プランに通信容量制限
や速度制限がある場合は、通信の遅延や通信料の追加等が発生する場合もありますので、御注意ください。

・ 参加申込時にいただいた個人情報は、本コンファレンス以外の目的には使用いたしません。


